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⼀般財団法⼈ 世界防災フォーラム サポーター会員についてのご案内 

 
2015 年、宮城県仙台市で「第 3 回国連防災世界会議」が開催されました。この会議の成

果⽂書として採択された「仙台防災枠組 2015-2030」では、4 つの優先⾏動と 7 つのターゲ
ットが合意されました。 

 
仙台防災枠組の推進にあたり、防災（Bosai）の概念と防災投資の重要性を広く世界に啓

発していくために、2017 年から防災を考える国際市⺠フォーラム「World Bosai Forum」を
隔年で開催することになりました。World Bosai Forum は、世界中の産業界、学術界、政府、
国際機関、NGO、メディア、宗教団体、⼀般市⺠など様々なステークホルダーが⼀同に会
し、防災について議論していく「場」です。これまで防災の国際会議は国連や学術が主導す
るものは多く開催されていましたが、このように多様な参加者が⼀同に会して課題を共有
し、議論し、解決策を希求する機会はあまりありませんでした。World Bosai Forum の開催
の意義はまさにここにあります。直近の第 3 回（2023 年 3 ⽉開催）では世界 40 カ国から
３⽇間のべ 5412 名の⽅々が集い、BOSAI について議論しました。 

 
2018 年 12 ⽉に、この「World Bosai Forum」の企画運営を安定させるために、「⼀般財団

法⼈・世界防災フォーラム」を設⽴しました。本財団は、隔年開催する「World Bosai Forum」
以外にも、Bosai の考え⽅を世界各地の政策や社会、⽂化に浸透させることを⽬的に国内外
で活動しています。 

 
⼤災害は瞬時に⼈命や財産のみならず、都市のインフラ、サービス機能も奪い⽇常⽣活や
コミュニティに瞬時に⼤きな打撃を与えます。気候変動の悪影響は災害の発⽣数の増加や
深刻化を加速させるという形で⽛をむきつつあります。持続可能な開発・SDGs の達成には
Bosai は不可⽋です。財団は 2030 年、ポスト SDGs において、Bosai を⼀つのゴールとし
て確⽴し、世界に浸透させることを⽬指し、活動しています。 

つきましては、より多くの企業や団体の皆様からのご⽀援を賜りたく、本プログラムの
検討をお願いしたく存じます。 
最後になりますが、貴社のますますのご発展を⼼より祈念しております。 

 
⼀般財団法⼈世界防災フォーラム 

代表理事 ⼩野 裕⼀ 
 
 
 
 
 
 



（別添） サポーター会員制度について 
 
１．趣旨 
・Bosai を世界に広げるための活動を、幅広い分野の⽅々と連携しながら⾏うために特定の
業種に偏らない、⺠間セクターの⽅々を対象としたサポーター会員制度を設⽴します。 
・活動に関し⾃⽴性、独⽴性を守り、⾃由な活動を活発に展開していくためには、特定の財
源に偏らない多様で⾃由な財源が必要と考えております。財団の活動資⾦をサポート会員
の会費で賄うことにより、活動の⾃由を担保したいと考えております。 
 
２．会費、特典等 

会員は会費のランクにより特典がございます。本業と結びついた⽇々の企業活動や CSR
活動にお役⽴てください。２年以上継続くださった会員様は、２年に１回実施する世界防災
フォーラムで、参加登録やブース展⽰などの特典をご提供します。なお、次回は２０２７年
秋に実施予定です。 

 
・ダイヤモンド 5,000,000円／年 

世界防災フォーラムでの、オープニング・クロージングでのご登壇、セッション優先開催・
EXPO（展⽰）枠ご提供等の特典 
パートナー企業の防災ログサイトでの動画セッション開催特典や、貴社イベントやプロ
ジェクト等へのご協⼒など。（くわしくはお問い合わせください） 

 
・プラチナ 3,000,000円／年 

世界防災フォーラムでの、オープニング・クロージングでのご登壇、セッション優先開催・
EXPO（展⽰）枠ご提供等の特典 
 

・サファイア 1,500,000円／年 
世界防災フォーラムでの、セッション優先開催・EXPO（展⽰）枠ご提供等の特典 
 

・ゴールド 500,000円／年 
世界防災フォーラムでの、EXPO（展⽰）枠ご提供等の特典 

 
・シルバー  200,000円／年 

世界防災フォーラムでの広告枠のご提供など 
 
・ブロンズ  100,000円／年 

世界防災フォーラムでの広告枠のご提供など 
 
その他、財団ホームページへのロゴ掲載や、財団主催の各種イベント参加（例えば 2022

年 12 ⽉にスイスで防災ダボス会議と会議を実施）のご案内、御社のビジネスやプロモーシ
ョンに役⽴つ海外含む⼈脈の紹介や、マッチング、社内外のイベントへの協⼒など、可能な
範囲で対応します。なお、特典は変更となることがあります。 



 
（別添） 財団の活動内容について 
 
■名称 
⼀般財団法⼈ 世界防災フォーラム（World Bosai Forum Foundation） 
 
■事務所 
〒980-8572 仙台市⻘葉区荒巻字⻘葉 468-1-E501 
東北⼤学災害科学国際研究所内 
 
■⽬的および事業 
１．世界防災フォーラムの開催 
２．世界の災害リスクの把握、分析及びその報告書の作成 
３．世界の防災教育、啓発活動の⽀援 
４．その他前号に関する事業 
 
■組織 
代表理事 ⼩野 裕⼀ 東北⼤学災害科学国際研究所 教授 
理事  福島 洋  東北⼤学災害科学国際研究所 准教授 
理事  ⼤野 晋  東北⼤学災害科学国際研究所 准教授 
理事  ⼩尾 尚⼦ 国際基督教⼤学 NOHA プログラムコーディネーター 
理事  細江 絵梨 (⼀社)根浜 MIND と協業し事業創造に取り組む 
理事  鈴⽊ さち ⽇本信託基⾦コーディネーター、世界銀⾏ 
 
評議員  ⽯河 雅典 パシフィックコンサルタンツ株式会社 
評議員  蛭間 芳樹 ⽇本政策投資銀⾏ 
評議員  濱⽥ 尚  ⽇本たばこ産業株式会社 
 
監事  ⼿島 貴弘 税理⼠、公認会計⼠、⼿島会計事務所 
 
■沿⾰ 
2011 年 3 ⽉ 11 ⽇ 東⽇本⼤震災発⽣ 
2012 年 4 ⽉     東北⼤学災害科学国際研究所 設⽴ 
2015 年 3 ⽉     第 3 回国連防災会議仙台 開催 
2017 年 11 ⽉     第⼀回世界防災フォーラム 開催 
2018 年 12 ⽉ 18 ⽇ ⼀般財団法⼈ 世界防災フォーラム 設⽴ 
2019年 11 ⽉     第⼆回世界防災フォーラム開催 
 
 
 
 



■事務局 
事務局⻑ 吉野 賢 
 
■World BOSA Forum 開催以外の特筆すべき活動等 
 
・World BOSAI Walk Tohoku+10 

2022 年 2 ⽉から 4 ⽉にかけて、財団の事務局員と少数のゲストで、東⽇本⼤震災で主と
して津波で⼤きな被害を受けた東北の沿岸部を福島県いわき市から⻘森県⼋⼾市まで徒歩
で踏破しました。道中、復興に尽⼒した⼈や団体に１００以上のインタビューをし、SNS
（Twitter、Facebook、YouTube）で世界に発信しています。今後、その様⼦を映像化や書籍
化して取りまとめる予定です。 
 
・US-Japan Workshop on Needs, Priorities and Partnerships to Advance 
Human-Centered Data for Resilience 
科学技術振興機構（JST）と⽶国国⽴科学財団（NSF）は、より⼈間中⼼のデータの活⽤ 

を促進することで災害に強い社会を構築するため、⽇⽶間の防災研究者の対話の場が設け
られました。 
⾃然災害のモデリングやシミュレーション、建築物などの耐震性など技術の著しい進歩

にもかかわらず、災害に対する強靭さとは、災害に直⾯する「⼈」の問題となっています。
たとえば、私たちがどこに住み、どのように建物を建てるかといった⼈の判断が、私たちが
災害に直⾯するリスクを作り出してきました。 

このように、⾃然現象が⼤災害になるかどうかは、最終的には⼈間の⾏動や意思決定によ
るところが⼤きな要因となっています。データやテクノロジーがどうすれば「⼈」の安全に
より役⽴つか？また、それを実現する研究インフラはなんなのか？といったことを⽇⽶の
研究者で議論していきます。代表理事の⼩野裕⼀は、このワークショップで⽇本側の共同議
⻑の役割を担っています。 
 
・World Bosai Forum@Silicon Valley 2024 during the Japan-U.S. Research Collaboration 
Promotion Symposium (JURC) 2024 

財団は、世界防災フォーラム 2025 の開催に先⽴ち、⽇⽶の産官学及び⾦融セクターが意
⾒交換できるセッションを Japan-U.S. Research Collaboration Promotion Symposium 
(JURC) 2024 において実施します。⽇本の防災先端企業や学術セクターから発信されたア
イデアを広く社会実装し、より⼤きなインパクトを社会に与えることが⽬的です。 
 
 
 

以 上 



⼀般財団法⼈世界防災フォーラム 
代表理事 ⼩野 裕⼀ 宛 
 
（送付先） 世界防災フォーラム事務局 

info@worldbosaiforum.com 
 

年  ⽉  ⽇ 
 

世界防災フォーラムサポート会員申込書 
 
 
【申込内容】□チェックボックスに印をつけてください。  
 
□ダイヤモンド（500万円/年）  
□プラチナ（300万円/年）  
□サファイア（150万円/年） 
□ゴールド（50万円/年） 
□シルバー（20万円/年） 
□ブロンズ（10万円/年） 

 
（フリガナ） 
 貴社名 
 
 
（フリガナ） 

ご担当者様 
 

 
郵便番号・住所 

 
 
電話番号 

 
 

メールアドレス 
 
詳細については、（⼀財）世界防災フォーラム事務局より別途ご連絡差し上げます。 
担当 吉野・松浦 電話 022−263−1688 
メール info@worldbosaiforum.com 


